
第 2 □ 長睛県烏インフルエンザ警戒連絡会議次第

(善面開催)

日 時 :令和6年 12月 3日

1 宮崎県川南町における鳥インフルエンザ発生状況、本県の

日方疫対応等

2 食の安全・安!いに関する対応について

3 野烏等に係る烏インフルエンザの対応について

4 健康危機管理対策について



EV長崎県

〕インフメ

今不口6年 12月 3日



発生状況等①

発生農場の概要
・所在地 :宮崎県川南町
・飼養状況 :約 3.5万羽 (肉 用鶏)
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発生状況等②

2 経緯

(I)12月 2日 (月 )、 宮崎県は、川南町の肉用鶏農場から、
死亡鶏が増加 したとの通報を受け、農場への立人検査を実施。

(2)当該家きんについて、鳥インフルエンザの簡易検査で陽性を

確誤。

(3)12月 3日 (火 )、 当該家きんについて遺伝子検査の結果、

高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜であることを確誤。



防疫対A

(I)疑似患畜確定を受け、本日午前 7時より、発生農場での殺処分を開始。

(2)周辺農場の移動制FR措置及び消毒ポイントでの車両消毒を実施。

鶴Ⅲロ

○制FR区域内の飼養状況

飼養羽数

約 18.8万 羽

約 387.I万 羽

農場数

6
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区域

移動制限区域 (～ 3km)

搬 出制 FR区域 (3～ IOkm)

O消毒ポイント
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運営時間

24時間

24日寺間

24日寺間

設置場所

児湯郡高鍋町持田5733

児湯郡木城町高城4126-l

児湯郡都濃町川北 14785-1

道路名称

国道 10号線

県道304号線

国道 10号線

消毒ポイン ト名

農業大学校

」Aみやざき児湯地区本部木城支所

都農町境ケ谷

①

②

③

0 0



今シーズンの国内での発生状況

殺処分

羽数 (万羽)

2

3.7

0.0188

40.2

33.7

4.3

2.8

12.3

4.8

4.4

|.5

12

0.2528

3.5

124.8

用途

肉用鶏

採卯鶏

採卵鶏

採卯鶏

採呼F鶏

採卯鶏

採卯鶏

肉用鶏

肉用鶏

採卯鶏

採卯鶏

採卵鶏

あひる (肉 用)

肉用鶏

疑似患畜

確定日

10月 i7日

10月 23日

10月 26日

10月 31日

|1月 6日

|1月 7日

11月 10日

11月 12日

11月 17日

11月 20日

|1月 25日

12月 3日

市町名

厚真町

香取市

上越市

大田市

胎内市

二豊市

観音寺市

石巻市

石巻市

旭川市

本巣市

出水市

行日市

川由町

発生県

北海道

千葉県

新潟県

島根県

新潟県

香川県

香川県※

宮城県

宮城県※

北海道

岐阜県

鹿児島県

埼玉県

宮崎県

事例

I

2

3

4

5

6

7

8

7

10

12

計

(12月 3日 時点)

0家 きん 10道県で 12事例の発生

●野鳥を含めると20道県での確諷
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本県の防疫対A

異状の有無の確認及び注意喚起

12月 3日 、県内全家さん農場 121戸 に情報提供 し、注意
喚起。

●

・ 10月 25日 (金)か ら、毎週末に家きん農場に対 し、注意喚
起及び異状の有無の確策を実施 (今和 7年 5月 まで継続予定)。

・ H月 18日 (月 )か らII月 29日 (金)ま でを実施期間として、
家きん農場を対象に一斉緊急消毒を実施。

現時点までに異状の報告なし。

ロ



県内一斉緊急農場消毒

県内家さん農場での発生予防に万全を期すため、 II月 15日 付けで

家畜伝染病予防法第ワ条に基づく県内一斉緊急消毒を告示。

I 対象
県内全家さん農場 121戸

2 消毒方法

消石灰の飼養施設内散布
※消石灰は県から配布

3  実

'地

日寺期                        (今
和 6年度実施状況)

今不口6年 II月 18日 (月 )か ら<》不口6年 II月 27日 (1釜)ま で

4 実施状況
全農場で、 日 月2■ 日までに散布消毒実施済み。



今シーズンの強化対策

1 塵埃対策、環境中のウイルス量低減対策

0取組内容

すべての家さん飼巻農場に対 し、待ち受け消毒 として効果的である「鶏舎

周辺の消石灰散布」を継続 して毎週 | 程度実施するとともに、埃がひどくロ

舞っている時や乾燥注意報時に鶏舎内粉塵侵入防止のため逆性石鹸等の消毒

薬散布を適宜実施するよう指導。

●方法
・ リーフレット等により消毒の実施を指導する。
・消毒の実施状況は、週末の異状の有無 と合わせて確誤する。

2 再発・大規模農場対策 (10万羽以上)

0取組内容

該当農場に対 し、飼養衛生管理基準の運守徹底状況等の再点検 を行 う。

●方法

農場へ立ち入 り指導を実施。

■



dP長崎県

/フ ルエンザ

<食の安全 。安′道に関する対Aについて>
<野鳥における鳥インフルエンザの対Aについて>

今不口6年 12月 3日



食の安全 。安道に関する対Aに ついて

食鳥処理場における確認事項

(1)発生農場からの搬入状況

処理場の名称 所在地 搬入の有無 ]コ委欠 措置状況

D処理場

A処理場

B処理場

C処理場

諫早市

諫早市

島原市

佐世保市

有穫③
有聰∋
有種③

有 羽

羽

羽

羽

(2)本国の検査状況

有

有

有

有

①

①

※食鳥検査 :生体時に外観や動作に異常がないか、死んでいる鶏が異常に多くないか
といったことの確認、及び解体後に内臓等に病変がないかといった検査を実施

2.鶏肉・鶏卯の安全性にかかる風評被害の発生防止

内閣府食品安全委員会が示 している「鶏肉・鶏卵は安全であり、それ らを食べることで感染することはない」 という考

え方をホームページでお知 らせするとともに、保健所の協力を得なが ら、県民か らの相談等に痣 じる体制を整えており

■ます。

処理場の名称 異常の状況異常の有無

A処理場

B処理場

C処理場

D処理場



鶏肉・鶏卯の安全性にかかる風評被害の発生防止 (1)

ご 負路董登委員金
,oとぅd ttf■.ty Co爾■Hl事 事FCⅢ n 200尋年 3月 11目

鳥 イ ン フ メレ五 ン ず に つ し｀て 1注
〕 2田 眸 輯 24日 更 新

の 盆 に 圭 会 の 一え

〔注 〕高病 原 性 鳥インフ′レエンザ と低 痢 原 性 島インフ′♭エンザをともに対 象 にした考 え方 です 。
☆ 海 外 メ、の選航 の 場 合 は 、注意 が賤要 です 磯 → 電輔 足ユ多 熙

☆ 裁が 国 の鵡 関 や鶏 印 については 町鯰 堂 時 の 筆 警 防疫 上 の措 置 や 日々 の殺 菌 B消毒 等 の 衛 生 管
理 が案 施 され ています 。一 〔書 考 情 報 〕書 照

☆ なお 、食 中毒 予 防 の 観 点 か ら、鶏 肉 を食 べ も場 合 は .生で食 式 ることはひ か え、中学はヽ部 までよく
加 熱す る琴 十分 注 意 してください。

鶏 肉 B鶏卵 は F安全 Jと考 えます 。
我 が 国の現 状 においては 、以 下 の理 由か ら、鶏 肉 や鶏 即 き食 式 る

ことにより、鳥 インフゴ♭エンザ (ウイメレス〕が ヒHェ感 染 す る可 能性 は
ないと考 えています 。

Dウイルえがヒトの細胞 に入 り込むための受容体 は鳥の受審体 と,ま

桑なること

・ ウイメレスは i磯に調く、胃酸で下活 1とされると考 えられること
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海,|〔主|こ簗南ア拶ア等〕への渡航の場合Iま、以下の注意が必要て'す。
45海Ⅲ+(主に東南7拶7等 )で |ま控卜亀め懇染事伊l醒報告されていますね電.
感梁機金としてfま、事病に感梁した鶏り羽きむじる

「解体するといつた作業
に従事したとき、感畿した岡鶏ぬ世鉛をしたとき、感巣しても特に症岐書示き
ないデヒサレと直接接触したときなどが報告されていますぃまた、まれなサー風
として寺感摯した7ヒ′blい生齢血液書使用ヒた詳等理書童ミたときなど白電考え
られると報告されています.きらに、申国て'はH7NO亜型〔注1)弾低病原性
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洗ってくだ喜とヽ 1,

2ぉ 鶏などのま書んに島インフザbニンザ〔注盈〕等由く集団発生している地域 t真

廟アジア等〕では鳴鶏肉や鶏印を含む.票きんの肉や軍書為菌柔製品に書
いてIま4豊中毒予脇の霊嵐からも二十勢な畑機隠瑾〔圭てい椰労が測惟に

亀

遺11 H'N9館島にはまほ幅庸桟で亨が鳴ヒトでl恵 H建 1と亨ることもあります

2,喜結暉惟轟インフfい エンザ
'ユ

L HSNl齢 l最 か耐幡N2.HSN8も H7円3.H7H7等ぬ1鶴隠事れてい李す r

31患近荘てOWttOtti二まる情揮を磁穏して斑野ヒ章した



鶏肉 。鶏卯の安全性にかかる風評被害の発生防止 (2)

ど 良品費盆愛員繊
さoぃd SIttrⅢ t yげ nt罰 1■れ1与 ょ:ott

E参考情報 ]

1.我が国においては、島インフルエンザが発生ヒた場合に Iま、感染
鶏坤同等農場の鶏は全て殺処分されるなどの家畜防農上の措置
ぬく行寺つれるため、本病に感染した鶏等が市場に出
ません。

るこ,と |まあり

2.さらに、我が国で生産される鶏肉・鶏卵 は、以下の安全のための
措置が講 じられています。

⑬ 国産の鶏卵は、通常、厚生労働省の定める「衛生管理要領Jに基づき、 邸選厨ll包装施
設 (GPセンター)において、攻重塩棄酸すトリウムなどを含む洗浄水で洗卵 E消毒され
ていますロ

⑮ 国産の鶏肉は、食 局処理場において生体検査が実絶されています。こ.ぃため、病気に
かかつている疑いのある鶏は童用にされません。

1ェ  採 卵 種 鶏 卵 郎選別包装施設 流 通
い

食 鳥処理堀

ロ

2_由用 種 を 鶏 ‐コ ー … Ⅲ    Ⅲ ―  

―

卜 流 通



鶏肉・鶏卯の安全性にかかる風評被害の発生防止 (3)

ご安心ください、流通している

鶏肉や鶏印は安全です。

啓発チラシ

長備県内 I二持いて「高霜陳性鳥イン
~メ ′予エンザ」♂〕

発生が確認さオ1′ てお りますが¬長崎県では徹底 した

防療措置を譲 転でお り.感染拡大のlttJ止 と安全・輩 4と,

r置簿向や鶏卵♂〕供給を国
「

〕ております彗

」と驚曳

これまで、鶏肉や鶏卵を食べることにより

鳥インフデレエンザが人に感染した事例 lま

報告されていません□

P長 ド噺曝
日



野鳥における鳥インフルエンザの調査状況

O環境省が定める対応 レベルに薦 じた

『死亡野鳥等調査』を実施

現在は「対応 レベル 3」 の対Aを 実施中

O県内での調査状況 (R6年 9月 ～)

検査数   6羽   (12/2 現在)

(全て簡易検査「陰性」(う ち陰性確定 5羽 ))

○全国の野鳥における鳥インフルエンザ発生状況
R6年7月 ～ 54件 (12/2現在)

(北海道 18、 鹿児島県 17、 新潟県 4、

福岡県 I、 熊本県 I、 他)

<発生状況にAじ た対Aレ ベルの概要>

全   国

対応 レベル I

対応 レベル 2

対Aレ ベル 3

対応 レベル 3

対象地

発生状況

通常時

国内単一箇所発生時

国内複数箇所発生時

早期警戒期間 (9月 ～ 10月 )

※対応 レベルが上がると、より少ない死亡個体数で検査

<過去3年間の県内の調査結果>

結  果

陰性 6

陽性 2、 陰性 II

陽性 |、 陰性22

検査羽数

6

13

23

年 度

R3年9月 ～8月

R4年7月 ～8月

R5年7月 ～8月

○ 宮崎県川南町の発生農場周辺 IOkm圏 内が、環境省により『野鳥監視重点
区域』に指定され、宮崎県により野鳥の監視が強化されます。

□



死亡野鳥等に対する県民の皆様へのお願いについて

○野鳥との接 し方については、HP等において、従来より以下のとおり周知 しています。

県民の皆様へのお願い  (野鳥 との接 し方について)

鳥インフルエンザウイルスは、野鳥観察など通常の接 し方では、ヒトに感染 しないと考えられています。
正 しい情報に基づいた、冷静な行動をお願いいたします。

O同 じ場所でたくさんの野鳥などが死亡 している場合には、

県庁、最寄りの県振興局総務課、市役所または町役場ヘ

ご連絡 ください。

O死亡 した野鳥など野生動物の死亡個体を片付ける際には、

素手で直接触 らず、使い捨て手袋等を使用してください。
O日 常生活において野鳥など野生動物の排泄物等に触れた

後には、手洗いとうがいをしていただければ、過度に′む配
する舛要はありません。

○野鳥の糞が靴の裏や車両に付 くことにより、鳥イ
ンフルエンザウイルスが他の地域へ運ばれるおそ
れがありますので、野鳥に近づきすぎないように

してください。特にt靴で糞を踏まないよう十分
注意 して、捲要にAじ て消毒を行ってください。

O不雖要に野鳥を追い立てたり、つかまえようとす
るのは避けてください。

【野鳥に関する県の連絡先】

直通電話

自然嘱≧)党謝R095-895-2381

総 力争:果  0957-63-5036

器ぎ協碑果 0956-22-0374

総彩蛇屎 0757-72-4852

総務手:果  0920-47-4376

総力鑑果 0920-52-1206

代表電話

イ代表 095-824-1lII

イ代表 0957-63-Olll

代表 0956-23-4211

イt表 0959-72-2121

代表 0920,47-IIII

イ代表 0920-52-1311

連絡先 (担 当部局 )

県民生活環境部自然環境課

島原振興局管理部総務課

県北振興局管理部総務課

五島振興局管理部総務課

壱岐振興局管理部総務課

対馬振興局管理部総務課



EV長崎県
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福祉保健部の対応について

1日県内で家きんに烏インフルエンザが発生した場合の対応

(1)防疫作業従事者の健康管理と補助等
動員者IJス トの作成

防痩作業従事者の健康管理及び防護服着脱補助のため、約290名
(県内10保健所及び福祉保健部より動員)の動員者 Iジ ストを作成済み。
防疫作業の規模に応じ最大43人の動員班を8.5日寺間交代で編成し、
現地に派遣。

必要装備品の在庫量の確認 (各保健所へ装備)

健康調査等に要する血圧計、体温計、手指消毒薬等の在庫量を確認
済み。防疫作業における後方支援センターヘ動員者が現地へ持参。

O自動血圧計:44台
O体温計  :326本
O手指消毒薬:61ツ

O酒精綿:200枚入り68箱
O)肖毒用エタノール :¬ 才3ツ

■



福祉保健部の対応について

③防疫作業従事者への注意喚起
防疫作業従事者に対し、3ページ掲載の配布資料¬を用いて現地で

防疫作業従事前に説明。

(2)養鶏農場の従業者に対する健康調査

養鶏農場の従業者に対し健康調査を行い、鳥インフルエンザウイルス感染
を疑う発熱等の症状を呈していないか確認。健康調査の結果、無症状の場
合は、健康観察として、1日 2回の体温測定および保健師による問診を10
日間行う。

2日県民への対応
一般の住民の方へ、烏インフルエンザに関する正しい知識や、相談窓口

を設置し、その同知を図るためホ下ムページを開設。
(4ページ配布資料2参照)
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